







ストレス障害（Posttraumatic Stress Disorder; PTSD）































と侵入記憶の関連性を検討するもの（e.g., Davis & 
Clark, 1998）や，二重課題を行いながら参加者に映像を
視聴させるもの（e.g., Holmes, Brewin, & Hennessy, 
2004）などがある。後者は，PTSD の認知理論（Ehlers 








The Effect of Keyboard Tapping on Frequency of Intrusive Memories.
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（Deeprose, Zhang, DeJong, Dalgleish, & Holmes, 2012; 
Holmes, James, Coode-Bate, & Deeprose, 2009; Holmes, 
James, Kilford, & Deeprose, 2010; James et al., 2015）。
これらの研究では，映像視聴直後（Deeprose et al., 
2012）だけでなく，視聴30分後（Deeprose et al., 2012; 
Holmes et al., 2009; Holmes et al., 2010）や 4 時間後









































































男性 6 名，女性 3 名の計 9 名の大学院生が参加した
（M＝23.4, SD＝.52）。
3.1.2　刺激と装置
参加者に提示するストレス喚起映像は Table 1 の 3 作
品を使用した。使用する映像の選定は，DSM- 5




情喚起映像の効果を検討した Schaefer, Nils, Sanchez, & 
Philippot（2010）でネガティブな影響が最も強かった
『American History X』（Kaye, 2008），映像によって喚













































































Holmes et al.（2004）や Deeprose et al.（2012）で使用
されていた 5 × 5 のキーボードに近づけるため，キーボ
ードの中央近くに配置されているキー（Figure 2 の線で
囲われたキー）の 4 × 5 のキーを使用した。中央近くの
キーを使用した理由は，利き手によりキーの押し易さが








のキーをさらにランダムに並び替えた結果，M, E, G, 5, 









（2009）の Patient Health Questionnaire-9（PHQ-9）日
本語版を使用した。また，不安傾向を測定するために，
























せた。画面上は 0 から 1 で示されるが， 0 を 0 ％， 1 を
Figure 2.  使用したキー配列。線で囲われた部分は使用した












































































win, Hoppitt, & Holmes（2014）を参考にした。Malik 
et al.（2014）では，朝，午後，夕方の 1 日に 3 回メー
ルを送っていたことから，本実験では，上記の時間帯に
メールを送ることにした。参加者には，メールに添付さ
れている URL から Google フォームのアンケートにア
クセスし，そのアンケートへ回答するように教示した。
アンケートは，参加者の参加者番号と前回のメールへの
回答から現在までの “ ふと浮かぶ記憶 ” の有無の回答が
必須項目として設けられていた。“ ふと浮かぶ記憶 ” が
あった場合には，参加者には次の項目へと進み，その回
数，時間，内容を回答し，送信ボタンをクリックするよ








































1 車椅子の人物は 6 階の窓から落とされた 誤
2 窓から落とされた人物は半そでの服を着ていた 誤
3 窓から人物が落とされた後，道を走って逃げようとした人物は 5 名以上だった 正
4 塀を登って逃げようとした人物がいた 正
5 兵隊は車複数台でその場を立ち去った 誤




















Table 3. PHQ-9平均得点と GAD-7平均得点（SD）
視聴中 視聴後 コントロール
PHQ-9 6.90（5.70） 6.58（4.62） 6.00（4.98）














効果（F（2,55）＝.83, p＝.44, partial η2＝.03），交互作用
（F（2,55）＝2.37, p＝.10, partial η2＝.08）は認められなか
ったが，測定タイミングの主効果が認められた（F
（1,55）＝55.66, p＝.00, partial η2＝.50）。絶望感得点につ
いても，群の主効果（F（2,55）＝1.58, p＝.21, partial η2＝
.05），交互作用（F（2,55）＝1.68, p＝.20, partial η2＝.06）
は認められなかったが，測定タイミングの主効果が認め







数とし，正反応数は M, E, G, 5, V の 5 つのキーのうち
連続する 2 つがこの順で押された回数とした。たとえ
ば，参加者の反応が “M E F 5 V N …” だった場合，正

















した（Table 5 ）。平均報告数について被験者間 1 要因
3 水準（視聴中・視聴後・コントロール）の分散分析を
行なったところ，有意な群間差は認められなかった（F




















































告する際， 2 名が一度ずつ “ 数えきれない ” と報告して
いた。そのため，この箇所の侵入記憶数については欠損
値扱いとし，この 2 名を除く全参加者の各報告で得られ
た平均侵入記憶数（侵入記憶の報告数 / 全報告回数 ; M
＝.26, SD＝.82）を投入した。合計侵入記憶数について
被験者間 1 要因 3 水準（視聴中・視聴後・コントロー
ル）の分散分析を行なったところ，有意傾向ではあるが

















が確認された。結果は Table 6 に示した。
Table 6.  気分得点差を説明変数，侵入記憶数を従属変数にし
た重回帰分析の結果














被験者間 1 要因 3 水準（視聴中・視聴後・コントロー
ル）の分散分析を行なったところ，有意な主効果が認め
















Figure 6. 1 週間の合計侵入記憶数（エラーバーは SE）。































ここで，Yij は j 番目の参加者におけるストレス喚起
映像視聴 i 日後の侵入記憶数である。Xij は，j 番目の
参加者におけるストレス喚起映像視聴 i 日後の経過日数
である。つまり，式（1）は，経過日数によって侵入記








る変動 μ1j を仮定している。rij は残差を示している。
侵入記憶数を従属変数とし，モデル式（1）から（3）
を使用して分析を行った（Table 7 ）。また，参加者ご
Table 7. HLM の結果（AIC＝828.54）
固定効果 95％信頼区間
推定値 SE df t 値 p 値 上限 下限
切片 .35 .07 55 5.07 .00 .48 .21
経過日数 -.15 .03 55 -5.82 .00 -.10 -.20
群（W 1 ） -.02 .07 55 -.28 .78 .11 -.15
群（W 2 ） .06 .06 55 .98 .33 .19 -.07
変量効果
推定値 分散比率 df χ 2 乗値 p 値 信頼性
切片 .10 .20 55 161.23 .00 .64









































PTSD の認知理論（Ehlers & Clark, 2000）や二重過
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付録　参加者が回答したアンケート内容
